
こ
く
ろ
う
会
館
で
開
催
さ
れ

た
宮
城
県
集
会
の
開
会
の
挨

拶
に
立
っ
た
地
本
中
島
執
行

副
委
員
長
は
、
同
様
の
集
会

が
福
島
地
区
（
郡
山
）
に
お

い
て
も
開
催
さ
れ
て
い
る
事

を
報
告
す
る
と
共
に
、
福
知

山
線
事
故
犠
牲
者
の
冥
福
を

祈
り
黙
祷
を
呼
び
か
け
参
加

者
全
員
で
執
り
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
事
故
か
ら
立

て
続
け
に
大
き
な
事
故
が
発

生
し
、
社
会
的
に
も
Ｊ
Ｒ
に

対
す
る
厳
し
い
目
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
真

正
面
か
ら
捕
ら
え
て
い
な
い

Ｊ
Ｒ
各
社
の
姿
勢
を
指
摘
す

る
と
共
に
、
労
組
の
果
た
す

役
割
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

主
催
者
挨
拶

主
催
者
を
代
表
し
て
地
本

橋
本
委
員
長
は
、
以
下
の
三

点
で
挨
拶
を
述
べ
た
。

①
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題

◆
一
〇
四
七
名
問
題
の
早
期

解
決
に
向
け
て
年
度
内
解
決

を
求
め
て
き
た
。
三
月
二
十

七
日
の
院
内
集
会
で
は
民
主

党
の
鳩
山
幹
事
長
か
ら
「
党

と
し
て
こ
の
問
題
の
早
期
解

決
に
向
け
て
取
組
む
」
と
い

う
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

◆
地
方
で
出
来
る
こ
と
、
例

え
ば
議
会
意
見
書
採
択
や
地

元
国
会
議
員
へ
の
要
請
等
を

精
一
杯
取
組
み
中
央
に
結
実

さ
せ
よ
う
。

②
貨
物
一
括
和
解
に
つ
い
て

◆
東
日
本
の
経
験
か
ら
も
、

和
解
の
内
容
を
確
実
に
実
行

さ
せ
る
た
め
に
は
点
検
活
動

が
必
要
。

③
新
規
採
用
者
獲
得

◆
残
念
な
が
ら
、
殆
ど
の
新

規
採
用
者
が
東
労
組
に
加
入

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
接

触
す
る
時
間
を
ど
う
作
っ
て

い
く
の
か
が
今
後
の
課
題
。

◆
し
か
し
、
国
労
加
入
の
芽

が
な
く
な
っ
た
訳
で
は
な
く
、

職
場
で
仕
事
や
要
求
獲
得
の

行
動
で
国
労
の
存
在
を
示
し

て
い
く
こ
と
が
拡
大
に
繋
が

る
。

問
題
提
起

問

題

提
起
は
、

橋
本
委

員
長
が

地
本
の

「
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
」
の
内
容
を
中
心
に
行

い
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と

し
て
、
①
仙
台
総
合
車
両
所

Ｔ
Ｋ
Ｋ
社
員
の
死
亡
事
故
②

奥
羽
線
感
電
死
亡
事
故
③
郡

山
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
の
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ッ
キ
の
不

具
合
④
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス

線
ワ
ン
マ
ン
運
転
等
の
問
題

点
を
取
上
げ
、
会
社
側
と
団

交
等
を
行
い
会
社
側
も
把
握

で
き
て
い
な
い
過
去
の
経
過

や
事
実
を
追
求
し
、
会
社
の

あ
や
ま
り
を
正
す
な
ど
、
問

題
の
改
善
に
結
び
付
け
て
来

た
こ
と
を
報
告
。

ま
た
今
後
の
課
題
と
し
て
、

運
転
事
故
や
保
守
作
業
で
の

事
故
な
ど
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

取
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
は

現
場
か
ら
の
報
告
が
重
要
で

あ
り
、
情
報
を
地
本
に
集
中

す
る
こ
と
を
要
請
し
、
更
な

る
安
全
確
保
の
た
め
、
労
組

の
役
割
を
果
た
そ
う
と
呼
び

か
け
た
。

闘
い
の
報
告

「
職
場

か
ら
の

安
全
を

守
る
闘

い
の
報

告
」
は
山
形
県
支
部
原
田
委

員
長
か
ら
行
わ
れ
、
〇
八
年

二
月
十
四
日
、
米
沢
構
内
に

お
い
て
、
保
守
用
車
（
ビ
ッ

ク
ロ
モ
＝
除
雪
車
）
の
在
線

区
間
に
進
行
を
指
示
す
る
信

号
現
示
さ
せ
た
事
象
《
あ
わ

や
保
守
用
車
と
列
車
が
衝
突
》

に
つ
い
て
の
報
告
が
さ
れ
た
。

こ
れ
は
保
守
用
車
の
入
換

に
対
し
て
、
輸
送
指
令
に
連

絡
を
し
た
が
、
一
〇
分
以
上

話
中
で
電
話
が
繋
が
ら
な
か
っ

た
（
三
〇
秒
と
空
け
ず
に
連

絡
し
続
け
た
。
や
む
を
得
ず

施
設
指
令
に
連
絡
）
た
め
、

保
守
用
車
が
在
線
す
る
線
路

に
列
車
が
入
線
す
る
こ
と
が

可
能
と
い
う
状
況
に
至
っ
た

事
象
で
あ
る
。

原
田
委
員
長
は
「
保
線
側

に
は
ミ
ス
が
な
い
と
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
保

守
作
業
等
の
一
部
取
扱
い
変

更
』
と
い
う
保
線
側
の
対
策

の
み
が
取
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
輸
送
指
令
の
一
〇
〇
％

の
誤
り
を
施
設
職
場
に
押
し

付
け
る
も
の
で
あ
り
、
到
底

許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」
と

報
告
し
、
更
に
間
題
点
と
し

て
①
輸
送
指
令
へ
一
〇
分
以

上
電
話
が
繋
が
ら
な
か
っ
た

理
由
は
何
か
②
保
線
側
事
故

情
報
を
出
さ
な
い
理
由
は
何

か
③
輸
送
指
令
員
の
教
育
・

訓
練
に
問
題
は
な
い
か
、
等
々

今
後
の
追
求
が
必
要
（
国
労

仙
地
申
二
〇
号
提
出
）
と
述

べ
た
。

ま
た
原
田
委
員
長
は
、
安

全
対
策
は
シ
ン
プ
ル
な
も
の

で
あ
り
誰
も
が
理
解
し
、
誰

も
が
守
れ
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
現
状
は
事

故
の
た
び
に
持
ち
物
と
書
き

物
が
多
く
な
っ
て
対
策
と
言

え
る
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
。

加
え
て
、
国
労
組
合
員
が

指
令
に
配
置
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
大
き
な
原
因
の
一
つ

で
あ
り
、
こ
う
し
た
点
か
ら

も
国
労
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
と
訴
え
た
。

討
論
で
は
宮
城
県
支
部
山

田
書
記
長
か
ら
ア
ク
セ
ス
線

ワ
ン
マ
ン
運
転
の
現
状
報
告

が
あ
り
、
利
用
者
の
苦
情
に

一
人
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
等
、
労
組
所
属
の
違

い
を
超
え
て
多
数
問
題
が
あ

る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

閉
会
の
挨
拶
で
中
島
副
委

員
長
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
職
場

で
十
分
な
教
育
の
時
間
が
与

え
ら
れ
ず
に
即
本
番
と
な
っ

て
お
り
、
安
全
無
視
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
で
は

労
働
者
の
命
、
更
に
は
利
用

者
の
命
も
守
れ
な
い
。
粘
り

強
く
要
求
し
闘
っ
て
い
く
こ

と
が
労
組
の
使
命
で
あ
る
」

と
い
う
決
意
を
込
め
た
挨
拶

を
行
い
、
最
後
に
佐
藤
勝
地

本
執
行
委
員
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
集
会
を
終
了
し
た
。
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地
方
本
部
は
四
月
二
十
五
日
、
宮
城
・
福
島
両
県
に
お
い
て
、
安
全
問
題
を

検
証
す
る
集
会
を
開
催
。
こ
の
集
会
は
三
年
前
（
〇
五
年
）
の
同
日
、
鉄
道

史
上
最
大
の
惨
事
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
線
で
発
生
し
た
脱
線
転
覆

事
故
、
続
い
て
同
年
一
二
月
に
発
生
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
羽
越
線
で
の
脱
線
転

覆
事
故
、
さ
ら
に
翌
年
一
月
、
西
日
本
会
社
伯
備
線
で
発
生
し
た
作
業
員
触

車
事
故
に
鑑
み
、
事
故
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
は
勿
論
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
悲
惨
な
事
故
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
、
職
場
の
安
全
問
題
に
対
す
る
取
り

組
み
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

三
月
三
〇
日
、
郡
山
分
会
連

絡
協
議
会
事
務
所
に
お
い
て
、

第
一
三
回
仙
台
工
作
協
議
会
定

期
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

地
方
本
部
か
ら
は
五
十
嵐
業

務
部
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、

挨
拶
を
述
べ
た
。

委
員
の
発
言
か
ら

①
団
交
に
つ
い
て

・
会
社
は
計
画
が
煮
詰
ま
っ
て

い
な
い
状
態
で
提
案
し
て
き

て
お
り
、
議
論
が
進
ま
な
い
。

・
肝
心
な
と
こ
ろ
を
残
し
た
ま

ま
整
理
す
る
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。

・
団
交
の
回
数
、
交
渉
員
の

人
選
で
は
会
社
の
譲
歩
が
見

ら
れ
る
。

②
組
合
差
別
に
つ
い
て

・
班
長
の
数
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ

ポ
ー
タ
ー
の
任
命
を
み
れ
ば

差
別
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

③
技
術
力
継
承
強
化
に
つ
い
て

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
偏
重
主
義
や
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
問
題
に

つ
い
て
議
論
が
必
要
。

・
外
注
化
は
、
技
術
面
や
安
全

面
で
問
題
が
多
く
、
安
易
に

進
め
る
べ
き
で
な
い
。

④
そ
の
他

・
幹
総
で
は
リ
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
や
集
会
で
の
施
設
利
用
が

進
ん
で
い
る
。

・
平
成
採
用
者
は
多
く
の
不
満

を
抱
え
て
お
り
、
粘
り
強
く

付
き
合
う
こ
と
が
肝
心
だ
。

慰
労
会
を
開
催

委
員
会
終
了
後
、
長
い
間
仙

台
工
作
の
役
員
を
務
め
て
こ
ら

れ
た
、
仙
総
支
部
の
江
刺
家
氏

と
郡
工
支
部
の
大
橋
氏
の
こ
れ

ま
で
の
ご
苦
労
を
労
い
慰
労
会

を
行
っ
た
。

【
郡
工

橋
本
通
信
員
】

犠牲者に黙祷を捧げる参加者



二
〇
〇
一
年
か
ら
始
ま
り
今

年
で
八
回
目
を
迎
え
る
四
分
会

交
流
会
が
郡
山
市
ビ
ッ
ク
ア
イ

で
開
催
さ
れ
、
各
分
会
か
ら
合

計
三
一
名
が
参
加
。
会
は
古
川

氏
（
福
島
地
区
分
会
）
の
司
会

で
始
ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し

大
越
氏
（
貨
物
福
島
）
が
挨
拶
。

地
本
か
ら
五
十
嵐
業
務
部
長
、

そ
し
て
仙
台
運
輸
協
か
ら
大
友

事
務
局
長
が
来
賓
と
し
て
出
席

し
挨
拶
さ
れ
た
。

基
調
提
案

議
案
・
基
調
の
提
案
で
は
佐

藤
氏
（
郡
山
駅
連
）
が
以
下
の

提
案
を
行
っ
た
。

◆
「
共
通
す
る
実
態
か
ら
共
通

す
る
運
動
を
広
め
よ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
国
労
と
し
て
貨
物

会
社
と
東
日
本
会
社
の
壁
を
越

え
、
駅
、
運
輸
職
場
の
実
態
を

交
流
し
学
び
あ
い
、
共
通
す
る

運
動
を
創
り
団
結
を
強
化
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
。

◆
今
年
か
ら
年
一
回
だ
け
で
な

く
、
そ
の
総
括
と
検
証
を
行
い
、

通
年
に
わ
た
っ
て
交
流
会
を
行

い
た
い
と
し
年
間
計
画
を
提
案
。

①
七
月
に
暑
気
払
い
交
流
②
十

一
月
に
秋
期
闘
争
に
向
け
て
事

務
局
会
議
③
二
月
、
〇
九
春
闘

に
向
け
事
務
局
会
議
、
交
流
会

打
ち
合
わ
せ
④
四
月
に
第
九
回

交
流
会
開
催

分
科
会
討
論
で
は

各
地
区
の
分
会
代
表
報
告
後
、

四
つ
の
分
科
①
構
内
②
出
札
③

改
札
④
運
転
・
車
掌
・
検
修
に

分
か
れ
討
論
を
行
っ
た
。

①
構
内
分
科
会

◆
合
理
化
や
退
職
で
技
術
の
継

承
が
さ
て
れ
な
い

◆
五
五
歳
、
五
七
歳
カ
ッ
ト
は

や
め
て
も
ら
い
た
い

◆
小
集
団
活
動
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
は
時
間
外
労
働
で
あ
り

反
対
。

②
出
札
分
科
会

◆
出
向
か
ら
駅
に
戻
り
出
札
に

入
っ
た
が
、
見
習
期
間
が
短
い
。

商
品
知
識
が
乏
し
く
、
タ
リ
フ

（
企
画
乗
車
券
の
取
扱
い
説
明

を
綴
っ
た
も
の
）
や
通
達
を
見

て
い
る
時
間
も
な
い
。
助
役
も

知
ら
な
い
。

◆
郡
山
駅
一
窓
で
一
日
千
枚
、

仙
台
は
五
百
枚
で
あ
り
、
郡
山

は
異
常
。
あ
と
二
窓
は
欲
し
い
。

◆
ジ
ン
ジ
ャ
ー
の
説
明
さ
れ
て

い
な
い
駅
（
米
沢
駅
）
が
あ
り
、

勤
務
明
示
が
二
ヶ
月
無
か
っ
た

が
、
指
摘
し
修
正
さ
せ
た
。

◆
小
集
団
の
名
前
が
勝
手
に
使

わ
れ
て
い
る
。
福
島
は
各
種
委

員
会
に
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
る
。

ま
た
勤
務
時
間
内
に
行
っ
て

い
る
人
も
い
る
。

③
改
札
分
科
会

◆
仕
事
の
密
度
が
濃
く
な
っ
て

い
る
。

◆
券
売
機
の
つ
り
銭
誤
装
填
、

チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
増
え
締
め
切

り
時
忙
し
い
。

◆
近
距
離
切
符
で
の
途
申
下
車

の
お
客
対
応
に
違
い
が
あ
り
、

ト
ラ
ブ
ル
に
。

◆
異
常
時
に
管
理
者
が
い
な
く

な
る
状
況
。
残
さ
れ
た
新
人
が

大
変
。
要
求
し
た
い
。

◆
異
常
時
、
寮
生
呼
び
出
し
タ

ク
シ
ー
で
出
勤
。
代
金
要
求
し

た
ら
ど
う
か
。

◆
郡
山
駅
連
分
会
の
分
会
情
報
、

参
考
に
し
て
や
り
た
い
。

◆
一
人
体
制
の
所
は
、
管
理
者

に
も
の
を
言
い
づ
ら
い
。
地
区

分
会
で
ま
と
め
要
求
し
た
い
。

◆
新
人
が
い
い
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
。
新
採
獲
得
の
力
に
し

た
い
。

④
運
転
分
科
会

◆
休
日
勤
務
が
多
い
。

◆
只
見
線
で
重
大
事
故
。
ホ
ー

ム
に
か
か
ら
な
い
車
両
の
ド
ア

開
放
（
他
労
組
）
。

◆
そ
の
場
の
し
の
ぎ
の
対
策
で
、

根
本
的
原
因
が
解
決
さ
れ
て
い

な
い
。

◆
車
内
で
新
聞
を
読
ん
だ
、
で

投
書
。
乗
務
を
は
ず
さ
れ
て
い

る
（
他
労
組
）
。

集
約
と
し
て

◆
最
後
に
金
田
氏
（
郡
山
）
が

以
下
の
集
約
を
行
っ
た
。

◆
今
回
で
八
回
目
。
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
出
さ
れ
、
そ
の
議
論

を
深
め
会
社
に
要
求
す
る
こ
と
。

◆
満
足
な
教
育
が
さ
れ
て
い
な

い
中
、
怪
我
と
弁
当
は
自
分
持

ち
と
い
う
個
人
解
決
。
中
間
駅

で
は
一
人
何
役
も
や
ら
さ
れ
て

お
り
、
問
題
の
改
善
に
向
け
会

社
に
要
求
を
し
て
い
こ
う
。

◆
行
動
す
る
こ
と
で
職
場
を
明

る
く
し
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
よ

う
。

◆
職
場
か
ら
労
働
運
動
を
構
築

し
よ
う
。

次
回
は
若
松

次
回
の
交
流
会
は
会
津
若
松

地
区
が
担
当
と
な
り
、
新
議
長

に
選
出
さ
れ
た
酒
井
氏
の
団
結

頑
張
ろ
う
で
終
了
。
こ
の
後
市

内
で
団
結
飲
み
会
を
盛
大
に
開

催
し
交
流
を
更
に
深
め
た
。

【
郡
山
駅
連

齋
藤
通
信
員
】

地
方
本
部
は
、
昨
年
の
九
月

二
七
日
に
発
生
し
た
業
務
用
自

動
車
運
転
に
よ
る
駐
車
違
反
問

題
に
つ
い
て
、
三
月
二
八
日
に

交
渉
を
行
っ
た
。
こ
の
間
事
実

経
過
な
ど
を
幾
度
か
議
論
を
し

て
き
た
が
、
個
人
の
対
応
と
責

任
の
域
を
出
ず
、
今
後
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
再
度
交
渉
を
求

め
て
い
た
も
の
。

そ
の
交
渉
の
会
社
回
答
は
①

業
務
用
自
動
車
の
運
転
指
示
は

作
業
責
任
者
の
指
示
に
よ
る
こ

と
②
業
務
用
自
動
車
の
運
転
に

つ
い
て
の
注
意
点
は
今
後
と
も

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
考
え

で
あ
る
③
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
つ

い
て
は
Ｊ
Ｒ
用
地
、
有
料
駐
車

場
、
私
有
地
の
駐
車
許
可
で
対

応
す
る
④
「
事
故
対
応
中
」
カ
ー

ド
の
掲
示
に
よ
る
罰
則
を
受
け

な
い
法
的
根
拠
は
な
い
⑤
交
通

事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
は
警

察
等
に
連
絡
し
対
応
す
る
こ
と

⑥
遠
隔
地
へ
の
運
転
手
当
は
賃

金
規
定
の
定
め
に
よ
る
⑦
路
上

駐
車
対
応
の
要
員
は
現
場
対
応

に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。こ

れ
ら
の
回
答
は
こ
れ
ま
で

の
議
論
か
ら
前
進
し
た
も
の
は

無
く
、
一
番
の
課
題
で
も
あ
っ

た
「
放
置
駐
車
仮
納
付
書
」
で

の
支
払
い
の
可
否
に
つ
い
て
も

回
答
は
な
か
っ
た
。

こ
の
間
の
交
渉
等
の
経
過
を

見
れ
ば
、
法
改
正
以
降
、
会
社

は
社
員
に
対
し
十
分
な
対
処
の

周
知
を
せ
ず
、
そ
の
結
果
違
反

等
が
生
じ
た
場
合
も
本
人
の
責

任
で
あ
る
と
し
て
、
違
反
金
・

運
転
免
許
の
減
点
・
そ
の
取
扱

時
間
も
全
て
個
人
の
負
担
と
す

る
考
え
を
改
め
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
今
後
業
務
用
自
動
車
を
運

転
す
る
に
あ
た
っ
て
は
会
社
回

答
を
十
分
に
考
慮
し
、
た
と
え

障
害
・
事
故
等
で
あ
っ
て
も
運

転
手
の
指
定
と
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
な
ど
も
作
業
指
示
で
明

確
に
さ
せ
る
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
事
と
な
る
。

第
十
四
回
仙
台
地
方

電
気
協
議
会
定
期
委
員
会

五
月
二
十
四
日
（
土
）

一
〇
時
三
〇
分
～

こ
く
ろ
う
会
館
６
Ｆ

秋
田
地
本
・
山
形
県
支
部

配
転
者
激
励
交
流
会

五
月
二
十
四
日
（
土
）

十
三
時
三
〇
分
～

横
手
市
内

第
二
回
各
支
部

業
務
部
長
会
議

六
月
一
日
（
日
）

一
〇
時
三
〇
分
～

こ
く
ろ
う
会
館
４
Ｆ

第
十
一
回
安
全
問
題

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

六
月
一
日
（
日
）

十
三
時
三
〇
分
～

こ
く
ろ
う
会
館
４
Ｆ
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福
島
四
分
会
交
流
会
か
ら

全
交
運
共
済
仙
台
事
業
所

の
長
田
節
子
さ
ん
が
四
月
末

日
付
で
退
職
す
る
事
と
な
り
、

書
記
労
（
岡
崎
均
委
員
長
）

は
四
月
一
一
日
退
職
慰
労
会

を
開
催
し
た
。

長
田
さ
ん
は
昭
和
四
一
年

九
月
に
国
労
仙
台
地
方
本
部

に
採
用
さ
れ
、
七
年
半
国
労

東
北
自
動
車
支
部
に
勤
務
。

そ
の
後
昭
和
四
九
年
三
月

に
国
鉄
労
働
者
共
済
生
協

（
現
交
運
共
済
生
協
）
に
採

用
と
な
り
、
以
降
共
済
畑
一

筋
で
精
勤
さ
れ
た
。

昨
年
の
四
月
で
退
職
し
、

引
き
続
き
嘱
託
員
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
が
、
後
任
の
伊

賀
さ
ん
が
仙
台
事
業
所
へ
着

任
と
な
り
、
業
務
を
引
継
ぐ

こ
と
と
な
っ
た
。

慰
労
会
で
は
参
加
者
全
員

が
長
田
さ
ん
に
対
す
る
感
謝

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
途

中
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
る
場
面

も
あ
り
、
長
田
さ
ん
の
退
職

を
惜
し
ん
だ
。

会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
、
最
後
に
岡
崎

書
記
労
委
員
長
が
長
田
さ
ん

へ
「
第
二
の
人
生
」
に
エ
ー

ル
を
送
り
、
散
会
と
な
っ
た
。

組
合
員
の
皆
様
へ

今
日
ま
で
皆
様
方
の
ご
協

力
と
ご
支
援
に
よ
り
、
無
事

業
務
を
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
契
約
状
況
も

全
国
の
事
業
部
に
負
け
な
い

加
入
状
況
を
維
持
で
き
ま
し

た
事
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
は
こ
れ
ま
で

家
族
に
迷
惑
を
か
け
て
き
ま

し
た
の
で
、
少
し
で
も
家
族

の
た
め
に
、
そ
し
て
ま
た
健

康
維
持
の
た
め
に
運
動
で
も

し
な
が
ら
過
ご
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
長
田
節
子

四
月
十
二
日
、
郡
山
市
内
に
お
い
て
四
分
会
（
貨
物
福
島
、

福
島
地
区､

会
津
若
松
地
区､

郡
山
駅
連
合
）
交
流
会
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
交
流
会
は
当
初
貨
物
福
島
、
福
島
駅
連
、
会

津
若
松
駅
、
郡
山
駅
連
の
四
分
会
が
交
流
会
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
て
お
り
、
実
質
は
各
分
会
の
駅
班
が
中
心
に
な
っ
て
い

る
も
の
。
回
を
重
ね
て
、
四
分
会
（
班
）
連
絡
会
議
を
作
り

恒
常
的
な
活
動
を
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
。


